
観察した鳥類チェックリスト

＊連絡先　我孫子市鳥の博物館　電話04-7185-2212 車や自転車に注意しましょう。水田や私有地では、マナーを守って観察しましょう。
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鳥の博物館手賀沼定例探鳥会

　
土と生物

【3月のテーマ】　

　　案内人：竹本周平、湯瀬一栄（鳥の博物館市民スタッフ）

 　土（土壌）は、岩石が風化したものに環境と生物が長い時間をかけて働きかけ、少しずつできあがってきました。我孫子の土壌をみると、低地
にはグライ土や黒泥土、台地には黒ボク土と呼ばれる土壌が主に分布
しています。
　今日のてがたんでは、 土と生物の関係について、 いくつかの例を見な
がら解説します。太陽光で温められた地面は一足早く春を迎えています。
地面で活動する生き物を探してみましょう。
　

てがたんは毎月第２土曜日午前１０時から

●てがたんコースにはどんな土があるんだろう？

グライ土：排水不良な低地に分布する土壌で、還元され青灰色あるいは緑灰色となる
黒泥土　：泥炭の分解が進んだ黒泥層を持つ土壌で、関東、東北に多い。主に水田として
               活用されている
黒ボク土：通常の火山灰土で全国的に分布し 90%は畑として利用されている。腐植含量
　　　　　が多いものが多い

鳥の博物館

図引用：農業環境技術研究所 土壌情報閲覧システム　　  文引用：新潟県における土づくりのすすめ方

手賀沼



2013年4月13日（土）
　
❷土手に咲く花を観察しよう❶土の中の食物連鎖

　植物質の分解には微生物の働きが欠かせ
ません。 植物に含まれる炭素は、分解される
と二酸化炭素として大部分が大気にかえりま
すが、窒素などの養分は微生物の体に取り込
まれたり粘土に吸着されたりして、 土の中に
たまっていきます。こうして土は肥沃になって
いきます。

❸木材腐朽菌の働きを知ろう ❹土から水を吸い上げる道管を観察しよう

ミミズの仲間クモの仲間 ダンゴムシの仲間 見つけた生き物を記入しよう

見つけた生き物にチェックを入れよう

積み草の下にはどんな生き物がいるのだろう？

　土が豊かに成熟していくためには植物遺体が分解され、土に混ざっていくことが必要
です。木材は主にセルロースとリグニンという非常に分解されにくい成分でできています。
木材を分解できるのは木材腐朽菌と呼ばれる菌類の仲間だけです。土がつくられるため
には、その働きが不可欠なのです。

木材腐朽菌がリグニンを食べ残
したものは褐色になる

リグニンとセルロースが同時に
分解されたものは白色になる

メモ

白色腐朽菌の例：カワラタケ

　まだ寒くても地表近くは暖かく、花や昆虫は
活動をはじめています。
　カラスノエンドウなどマメ科の野草を引き抜
いてみると、新しく伸びた根に根粒が見られま
す。根粒には特定の細菌が共生していて、空中の
窒素を固定します。 この働きによりマメ科植物
は、やせた土でも生育することができます。

　てがたんコースで切り株を見つけたら、道管を
見てみましょう。水を吸い上げる道管の並び方は
樹種によって異なります。 道管のほとんどは一年
以内に使いものにならなくなってしまうため、毎年
作り直す必要があります。
　てがたんコースの樹木の年輪を観察して、それ
ぞれの道管の並び方を比べてみましょう。

ニセアカシアの切り株

メモ

メモ

道管の並び方の違い

根を見てみると....
カラスノエンドウ

褐色腐朽 白色腐朽

道管


